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一一人工呼吸関連機器・ユーザーレポート

人工呼吸:10巻 2号

アイカ・ラングベンチレータ CLV70 

アイカ・ラングベンチレータCL V70(写真)は、 C

L V50の後継器としてどこでも使用できるよう小型の

コンプレッサを内蔵し、開発されたものである。多種

の呼吸モードと高度な機能を有した長期人工呼吸器で

ある。

〔特徴〕

①小型のコンプレッサを内蔵し、いつでも外部圧縮空

気源も利用できる。

②外部圧縮空気源の圧力低下時に自動的に内蔵コンプ

レッサに切り換わる。

③コントロールパネル上に設定値、演算値、および実

測値を表示する大型ディスプレイを備えている。

④標準ノ号ラメータがあらかじめ設定されており、滅菌

済患者回路も標準付属されているので、すぐに使用

可能である。

⑤加温加湿器、蛇管保持アームを中央に配置したこと

で、ベッドサイドのいずれ側でも使用できる。

本器はガス圧駆動、コンビュータ制御の呼吸器であ

り、図は気体および、制御のブロックダイヤグラムで

ある。圧縮酸素及び圧縮空気(外部配管又は内蔵コン

プセッサ)は 0.3kg/cofGに減圧されてブレンダ内へ

入る。酸素濃度設定に基づき混合されたガスは、メイ

ンパルプ、に入り演算

された吸気流量値で

上記ノ〈ルブ、が開放し

患者口に向かつて流

出する。一方、メイ

ンバルブの手前で分

岐した混合ガスは、

コンスタントフロー

バルブを経て、リザ

ーノ〈ーノ〈ッグに充填

され、かっコンスタ

ントフローとして25写真
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l/分が流出する。流出したガスは吸気エアフィル夕、

加温加湿器を経て気道に向かう。呼気弁はブレンダの

手前で分岐された圧縮酸素により、ニューマチックに

制御される。

図.主な気体回路とその制御 = 気体の流れ

一電気の流れ

本器の操作方法は加温加湿器、患者回路を取付け後

次の順序による。

①圧縮酸素と電源コードを接続する。 (外部圧縮空気

がある場合は接続する。)

②電源スイッチをONにする。初期設定として次のパラ

メータが設定されている。

モード:ASSIST/CONTROL，換気数 :12回/分， 一回

換気量 500me，呼吸相比:1: 2，気道内圧上限アラ

ーム:50cmH20 ，吸気トリガ圧 ・-2cmH20

③パラメータの設定・変更を行う。 (医師の指示によ

る。)

最後に、本器の安全装置及びアラームは、

a. CPU異常時でも最大 2.2秒の呼気弁閉鎖時間リ

ミット機構。

b.気道内圧上限アラーム発生時に、患者回路を大気

開放にする過圧開放プログラム。

C. 停電時において設定ノfラメータを約30秒間保持す

るメモリ保護機構。

d.設定ミスを防ぐための特殊操作による換気数設定

及びCPAP設定。

e.アラームの繁雑さから解放するため、気道内圧上

限、下限アラーム、供給ガス圧アラーム、停電ア

ラームの4種にしぼってある。
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-テ勺ンドフロー/コンスタントフローの2フローシステム

・2フローシステムに付加可能なプレッシャーサポート
(PSV)機能

・大型ディスプレイ

自己診断機能 測定数値表示

アナログ波型表示 トレンド表示

・安全性を追求したパックアップ機能

・不用意な動作を受けない設定ツマミ収納機構

・呼吸回路設置は左右選択可

フロージェネレータ一方式でコンピューター制御の

長期人工呼吸器であり、多様な呼吸モードを備えて

おり、 lCU・CCUを始めとする重症患者病棟で高度
な人工呼吸管理を実施することができます。

サイズ:535皿 (W)X5伽皿(D)Xl，4鈎mm(H)

重量 :69kg 
承認番号 :048第665号

画面軍掴E圏直面回闘園置直咽町.，..

-酸素配管のみで使用可

(圧縮空気源/コンプレッサー内臓自動切替)

・患者データ表示

・操作のしやすい呼吸回路中央支持

・各呼吸モードの性能向上(CLV50比)

静かで使いやすい人工呼吸器としてご愛用頂いてき

たCLV50の後継器として開発しました。

フロージェネレータ一方式で、呼吸不全や術後の呼

吸管理に用いる総合呼吸管理装置です。

CLV50の操作に慣れた方々が混乱なくご使用いただ

けます。

サイズ :4蜘皿(W)X59加 (D)X 1. 065mm (H) 
重 量 :54kg 

承認番号 :048第ロ49-号
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・東京営業所 〒113東京都文京区本郷3-15-9

・札幌営業所 〒001札幌市北区北20条西3丁目

・仙台営業所 〒980仙台市膏薬区柏木2-3-31

・名古屋営業所 〒461名古屋市東区山田東町ト15

・大阪営業所 〒532大阪市涜川区+三東ト10-17

・広島営業所 〒733広島市西区三篠町3-12-21

・福岡営業所 〒812福岡市御多区豊1-6-25


